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I .はじめに

A病院整形外科では、伝達麻酔下で手術を

受ける患者に対し、パンフレットを用い、術

前オリエンテーションを行っている。当病棟

における先行研究1)2）にて、伝達麻酔を受け

る患者が不安を感じているという結果が出て

おり、 その不安の原因は患者への説明不足が

理由であることが分かつている。今回、患者

への説明不足を改善するためにパンフレット

の改訂と病棟スタップへの運用方法の説明を

実施し、術前オリエンテーション内容の充実

と説明内容の統ーを図る取り組みを行った。

II. 目的

改訂したパンフレットを使用 し、統ーした

術前オリエンテーションが可能か、また不足

部分について明らかにする。

ill.方法

1. 対象 ：A病院整形外科病棟スタッフ 30

名

2.調査期間・平成 30年 11月 13日～12月

26日

3.調査方法 ：パンフレットに先行研究の結

果を基にパンフレットに下記の内容を追記、

説明の順番などを改訂。

－文字のフォント＠行間 ・余白の変更

．伝達麻酔の時系列に沿って記載

図イラスト ・実際の伝達麻酔施行時の写真追

加

－手術部位

e 絶飲食時間の記入欄追加

－弾性スト ッキングの要・不要

・伝達麻酔実施場所

－伝達麻酔前後の移動

。マーキングについて

＠伝達麻酔中のスタッフ

．麻酔所要時間

＠麻酔中の体位

－麻酔の効果 ＠持続時間 ・副作用

。術後の飲食について

パンフレット改訂後に、当病棟看護スタ ッ

フに対し、集団で説明日を設け、パンフレッ

トを見せながら口頭で説明、 説明日に参加で

きなかったスタッフに対しては個別に説明を

実施、説明は1人 1回のみとした。パンフレ

ットの説明後、初回のみ患者へオリエンテー

ションをした看護師に、説明内容のチェック

リス トと内容に関するアンケー トを配付しス

タッフ自身に記入してもら う。 チェックリス

トとアンケー トは共に無記名記述とした。ア

ンケー ト内容としては①部署経験年数、②文

字のフォント・大きさ、 ＠説明にかかった時

間、 ④説明に要する時間について、⑤イラス

ト・ 写真の必要性、⑤説明順序が適切か、⑦

内容の過不足があるか、③旧オリエンテーシ

ョン用紙と比較し使用しやすくなったか、＠

患者からの質問とした。

4.倫理的配慮

プライパシーを保護するためアンケー ト、

チェック リストは無記名方式とした。期間中

対象者に対して研究の目的と方法を口頭で説
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明し、アンケートの提出により同意を得た。

町．結果

本研究対象者30名に対し、20名（回収率

67%）のアンケート、チェックリストを回収

できた。

アンケート結果は以下の通り。

①部署経験年数別として、 1年未満が6名、

1年以上2年未満1名、 2年以上3年未満

3名、 3年以上4年未満3名、 5年以上7

名で、あった。

②文字のフォントは大きい0名（0 %）、

適切 20名（100%）、小さい0名 （0 %) 

で、あった。

③説明にかかった時間は、 5分未満0名

( 0 %）、 5分以上 10分未満4名（20%）、

10分以上 15分未満8名（40%）、 15分以上

20分未満7名（35%）、20分以上1名（5 %) 

で、あった。

④説明に要する時間については、長い2名

(10%）、適切 18名（90%）、短い0名（0 %) 

であった。

⑤イラス ト・ 写真の必要性は必要 19名

(95%）、不要1名（5 %）で、あった。

⑥説明の順序が適切かは、適切 19名

(95%）、不適切 1名 （5 %）であった。

⑦内容の過不足は、

説明不要な部分あり 0名（0 %）、適切 19

名（95%）、内容に不足あり1名（ 5 %）。

③旧オリエンテーショ ン用紙と比較し使用

しやすくなったか

思う 20名 （100%）、思わない0名 （0 %）。

⑨患者からの質問

－点滴はいつまで続くのか

．家族の来院時間について

＠麻酔時の体位変換は自己でおこなわない

といけなし1か

－針は何か所刺すか

＠痛みはあるか

・手術時間はどれくらし、か

チェック リストに関しては 13名がすべて

の項目について説明行えており、 7名にいず

れかの項目で説明できていない部分があった。

V.考察

アンケートの結果によ り、提出者全員が旧

アンケートに比べて使いやすくなっていると

回答している。

イラス ト・ 写真の必要性に対し、必要との

回答が 95%であり、肯定的な意見がほとんど

であった。田中らは「写真入りパンフレット

を使用し、視覚的情報を提供する事は術後の

イメージ作り に効果があった」 1）と述べてい

る。写真を使用したことにより、言語的情報

だけでなく 、視覚的情報を取り入れることが

出来た。伝達麻酔中のイメージを患者がしや

すくなり、 スタッフとしても説明しやすくな

ったと考えられる。

先行研究結果では、経験年数によって説明

内容にばらつきがあったため、必要と考えら

れる部分を追加したことで今まで記載されて

いなかった部分の説明の統一はできたと考え

られる。

抜けがあったチェック リストの内容、スタ

ッフの経験年数にもバラつきがあり、統ーし

たオリエンテ｝ショ ンを実施するというこち

らの意図が伝わっていなかったと考察され

る。また、今回の研究に関しては初めてパン

フレットを使用した結果のみであり、継続し

た使用が出来ておらず、研究者からスタッフ

への説明も、 スタッフから患者への説明も経

験回数が少ない。中村らは「看護師の熟練の

過程は、臨床経験を重ねるごとにその能力が

構築されていくと期待される」2）と述べて

いる。そのことから繰り返し指導や説明の経

験を重ねることが重要であると考えられる。

VI.結論

①パンフレッ トの内容の改訂をしたことで

内容の不足はなくなり、スタッフが患者に

対して伝達麻酔について説明しやすくなっ

た。

②スタッフから患者への説明が抜けなく統
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ーしたものになるよう、繰り返しスタッフ

へ指導行うことが重要である。
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e芋溺釜にお〈まで！ζ、務.lt’E詰務、Z霊.;i・カツラ・へアピン＝叡鏡診コン9クトレン；z
！！$砲事と外t!る符は企て苦手しておいて下苦い．長祭のi';jはコb.で読とのておいて下さ

M旬 d

・1己主号、マニキコアはし草れで下さ（＼，アートメイクをされている万は耳訴に閉しおて下

苦i,¥,'

・ 1量諮2. 異景品入れの縫主主必すζ1!,'.$，の~I:預i1ておいて下吉も，. ζ罫~/j；臣告れない

Jg畠l謹告義的がお殻／＇）＇りしま宮.•' 

－手!ti蜜に音量撃のI!,え2喜怒るりミ王宮んので‘務室i1デイ）む句ムでお誇5下寄り，d

今券会 おき妥努最終 季3

～手編態－・

珍事録後I;;;置f苦手で搭霊r.:Y:つま宮笥議口忠、もの管i;;cどが入コて身＂；）てくること絞めOま

亨，ぜ

•1\iilt鑓!lなηればトイt,跨はi,;砲子軍憶となO百Eす． ジ

・ill，虫、態的畢陣立慰霊草窓口れは紋議1宅認です．手｛詰の穏T符：rolJC：よってi払手穏当SC

E苦坊主著提供で習ないお書があ静ますのて、正予雲母活躍怒震の滋罰苦お霊長いします．や

以上の滋a§で主きからないことがあれば、 e

図3,4, 5, 6，修正後のパンフレット（足疾患、用）
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